
令和7年度（2025年度）モニタリングシート【J:COMホール八王子】

施設名

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

スキルアップ研修　3回／
年

スタッフに対する接遇・安全・
人権問題・苦情等の基本研修を
行う。

1 -

年度末の数値をもって評
価する。「受付業務区分
確認」は、トラブル防止
を目的に、あいまいに
なっている業務分担を再
確認した。

4/22 受付業務区分確認・苦情対応研修（19名参加） -

YCC県民文化ホール舞台
技術者講習会は、同ホー
ルの指定管理者が行う自
主事業。初級者向けの講
習会で若手職員が参加し
た。

7/11 清掃インスペクション（1名参加）
8/4 清掃インスペクション管理者研修（2名参
加）
9/3 コンプライアンス・個人情報保護研修（11
名参加）
9/20 YCC県民文化ホール舞台技術者講習会（3名
参加）

-

ユニバーサルサービス研
修は、事前に施設の状況
等を講師に伝え、より実
情に即した内容とした。

11/10 ユニバーサルサービス研修（10名参加）
11/10 マナー接遇研修（16名参加）

2 B
事業計画書に沿って、適正に有資格者を配置してい
る。
4/12 上級救命講習（1名再取得）

B

事業計画書に沿って、適正に有資格者を配置し
ている。
8/22,25,9/18 上級救命講習（2名再取得、1名新
規取得）

B
事業計画書に沿って、適正に有資格者を配置し
ている。
12/9 上級救命講習（1名再取得）

管理業務の実施に係る固有の銀
行口座を開設しているか
【確認資料例：銀行口座】

3 B 管理業務の実施に関わる固有の銀行口座を開設して
おり、継続して使用している。

B 管理業務の実施に関わる固有の銀行口座を開設
しており、継続して使用している。

B 管理業務の実施に関わる固有の銀行口座を開設
しており、継続して使用している。

資金の適正な管理と経理内容の
明確化が図られているか　【確
認資料例：独立した会計帳簿】

4 B ホールの経理システムを使用し、効率化、明確化を
図っている。

B ホールの経理システムを使用し、効率化、明確
化を図っている。

B ホールの経理システムを使用し、効率化、明確
化を図っている。

利用料金、使用料の徴収は適正
に行われているか　【確認資料
例：独立した会計帳簿・日報、
月報・使用料等収納（徴収）事
務委託契約書・銀行口座】

5 B 適正に行っている。 B 適正に行っている。 B 適正に行っている。

収支計画が適正であるこ
と

収支計画が適正に執行されてい
るか　【確認資料例：事業計画
書（収支計画）・事業報告書】

6 B 市の所管課との定例会議で月次報告書の提出及び利
用状況、予算の執行状況等の報告を行っている。

B
市の所管課との定例会議で月次報告書の提出及
び利用状況、予算の執行状況等の報告を行って
いる。

B
市の所管課との定例会議で月次報告書の提出及
び利用状況、予算の執行状況等の報告を行って
いる。

業務を実施するにあたり、適切
な人員配置や育成がなされてい
るか【確認資料例：事業計画書
（人員配置計画）・事業報告
書・研修報告書・実地調査】

7 B

各館技術担当者をメンバーに「ホール会議」を月1回
WEB会議で行っている。事故情報や運営の問題点等、
常に最新の情報を共有し、J:COMホール八王子の管理
運営に活かしている。

B

各館技術担当者をメンバーに「ホール会議」を
月1回WEB会議で行っている。事故情報や運営の
問題点等、常に最新の情報を共有し、J:COMホー
ル八王子の管理運営に活かしている。

B

各館技術担当者をメンバーに「ホール会議」を
月1回WEB会議で行っている。事故情報や運営の
問題点等、常に最新の情報を共有し、J:COMホー
ル八王子の管理運営に活かしている。

給与の支出が適切に行われてい
るか　【確認資料例：給与規
程・賃金台帳】

8 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。

事業者の経営状況が健全な状態
であるか　【確認資料例：財務
諸表・財務評価表】

9 B 健全な状態となっている。 B 健全な状態となっている。 B 健全な状態となっている。

業務の一括委託が行われていな
いか　【確認資料例：第三者へ
の一部事務委託に関する承諾
書・事業報告書・実地調査・会
計帳簿】

10 B
適切に実施している。
第三者への一部業務委託については、市と協議し承
諾を得ている。

B 適切に実施している。 B 適切に実施している。

開館日数　350日／年

年末年始休館日（令和7年12月29
日～令和8年1月3日）及びサザン
スカイタワー八王子全館休館日
を除く全日開館する。

11 - 年度末の数値をもって評
価する。

第一四半期　91日 - 第二四半期　92日
（累計：183日)

- 第三四半期　89日
（累計：272日）

設備点検　26回／年
（設備12回、舞台設備10
回、消防設備2回、高所作
業1回、ITV設備1回）

設備は電気・空調等維持管理業
務、舞台設備は舞台機構・照明
設備・音響設備点検業務を年間
計画を立て実施する。

12 - 年度末の数値をもって評
価する。

第一四半期　7回
【設備3回、舞台設備3回（舞台1回、音響1回、照明1
回）、消防設備1回】

-
第二四半期　4回
【設備3回、舞台設備1回（舞台1回）】
累計：11回

-

第三四半期　8回
【設備3回、舞台設備4回（舞台2回、音響1回、
照明1回）、ITV設備1回】
累計：19回

ピアノ等備品点検　12回
／年（ピアノ　保守点検2
回、定期調律10回）

ホール備品の中で、ピアノは特
に細心の注意を払って性能・品
質の維持に努める。

13 -

年度末の数値をもって評
価する。ピアノの品質維
持に注力しており評価で
きる。

第一四半期　3回
（調律1回、点検2回）
試弾4回

-
第二四半期　3回　累計：6回
（調律3回）
試弾4回

-
第三四半期　3回　累計：9回
（調律3回）
試弾3回

開館日数、開館時間は守られて
いたか【確認資料例：条例、規
則・日報、月報・事業報告書】

14 B 第一四半期は開館日数、開館時間ともに計画通り実
施した。

B 第二四半期は開館日数、開館時間ともに計画通
り実施した。

B 第三四半期は開館日数、開館時間ともに計画通
り実施した。

減免の申請手続がなされた場
合、適正に処理されているか
（※該当の場合）【確認資料：
減免申請書・減免申請に係る帳
簿】

15 - 第一四半期での実績なし - 第二四半期での実績なし B 申請書等、現物を確認し
た。

1件減免申請あり。適正に処理を行った。

文書の管理・保存が適切に行わ
れているか【確認資料例：ファ
イル基準表（なければそれに準
ずるもの）・実地調査】

16 B ファイル基準書を作成し、継続的に文書の管理・保
存に努めている。

B ファイル基準書を作成し、継続的に文書の管
理・保存に努めている。

B ファイル基準書を作成し、継続的に文書の管
理・保存に努めている。

修繕等、施設保全が適切に行わ
れているか
【確認資料例：事業報告書・実
地調査】

17 A

徐々に汚れが目立ち始め
たトイレの床について、
美観を保てるよう指定管
理者のノウハウを活かし
て、薬剤の変更により効
果を上げた。積極的に評
価したい。

トイレ床(材質:石)が著しく汚れていたため5階ホワ
イエトイレの薬剤を変更したところ、効果があるこ
とが確認できたため仕様変更を検討中である。
日常清掃では、管理表に沿って計画的に作業するこ
とで、効率よく館内全体の美観維持に繋がってい
る。
舞台機構、照明、音響機器については市担当部署と
密に連携し工事内容の優先度の確認等、計画的に修
繕・施設保全を行っている。
またサザンスカイタワー八王子が行う大規模修繕工
事のスケジュールに合わせ、ホールの複数年度にわ
たる修繕工事が最低限の休館期間でできるよう調整
を行っている。

A

当初、専有部分だけで排
水管洗浄を行うことは困
難であったが、ビルの防
災センターの協力もあ
り、共用部を使用させて
もらいながら実施に至っ
た。ノウハウを活かし
て、また関係機関と十分
調整のうえ施設の保全に
努めており、評価した
い。

今回初めての排水管洗浄(上水・中水)を行っ
た。引き渡し当初、排水管洗浄実施が難しいと
の話を受け、トイレ洗浄水量の設定を調整し、
詰り及び排水管内の汚れ防止に務めてきた。そ
の結果全体的に排水管内の状況が良いとの報告
を受け、引き続き防止策を継続することとし
た。
舞台備品についてもコントラバス演奏者用イス
の修繕やティンパニー5台の定期メンテナンスを
行うなど、利用者の満足度の維持に務めた。
その他、舞台機構、照明、音響機器についても
市担当部署と密に連携し、市の発注工事との仕
分けや、複数年度にわたる工事スケジュールの
業者間調整を行う等、計画的に修繕・施設保全
を行っている。

A

楽屋付近で空調設備から
生臭いにおいを感じる事
案が発生した。原因を空
調加湿エレメントと疑っ
たところ、外気のにおい
によるものとわかり対策
したが、空調加湿エレメ
ントや循環水も、今後メ
ンテナンスが必要と気付
くきっかけとなった。快
適な施設を維持するため
に積極的に対応してお
り、評価したい。

来年度の建物設備機器保守点検の内容につい
て、加湿給水水質管理対応の追加等、委託先と
検討を開始した。
舞台備品についても老朽化した照明器具のコネ
クターの交換やティンパニー5台の定期メンテナ
ンスを行うなど、利用者の満足度の維持に努め
た。
その他、不具合の出た調整室内のモニタース
ピーカーやITV客席センターカメラ等、迅速に代
替処置を施したことで、利用者への影響を最小
限に抑えることができた。
また、サザンスカイタワー八王子が実施してい
る大規模修繕工事の進捗確認やスケジュール調
整等、継続して行っている。

備品の管理が適切に行われてい
るか　【確認資料例：備品台
帳・実地調査】

18 B
日常業務の中で、適切に管理している。

4/11 ティンパニー5台定期メンテナンス実施
B

日常業務の中で、適切に管理している。
また、市からの依頼を受け、備品台帳と現品と
の照合を行い、適切に報告をした。

7/22 ティンパニー5台定期メンテナンス実施

B
日常業務の中で、適切に管理している。

11/12 ティンパニー5台定期メンテナンス実施

６月 ９月 １２月 ３月（年間）

Ｊ:ＣＯＭホール八王子（市民会館）

評価項目

定
量
的

利用者が公平に施設利用
ができるよう、配慮され
ていること

施設の公共性、公平性に
ついて継続性が保たれて
いるか

団体の経営方針が明確で
あり、きちんとした経理
がされていること

管理運営がきちんとでき
る職員体制や研修体制が
とれていること

定
性
的

施設の管理運営を安定し
て行う能力を有している
か

甲種防火管理者、職長・安全衛生責任者教育修了者、第3級
陸上特殊無線技士、上級救命技能認定者、サービス介助士、
防災介助士、舞台機構調整技能士など、各資格取得者の適正
配置をするとともに新規取得に努める。

定
量
的

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性
、

公
平
性
、

公
正
性
が
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い
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か
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運
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お
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、

公
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れ
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る
か

定
性
的

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
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令和7年度（2025年度）モニタリングシート【J:COMホール八王子】

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月 ３月（年間）

評価項目

利用者数　30万人／年 施設来場者数の増加を図る。 19 - 年度末の数値をもって評
価する。

89,185人 - 91,272人
（累計：180,457人）

- 77,570人
（累計：258,027人）

時間延長利用件数
100件／年

市民サービス・興行利用等への
対応 20 - 年度末の数値をもって評

価する。
33件 - 31件

（累計：64件）
- 43件

（累計：107件）

興行系公演の誘致活動
30件／年

鑑賞機会の提供と市民の興味を
喚起する。 21 - 年度末の数値をもって評

価する。
9件 - 11件

（累計：20件）
- 6件

（累計：26件）

舞台人件発注件数
（ワンストップサービ
ス）
20件／年

ワンストップサービス～サービ
ス窓口の一元化による利用者の
利便性の向上を図り、催し物の
内容に応じて特に専門性の髙い
舞台人件等の利用者要望に対応
する。

22 - 年度末の数値をもって評
価する。

7件 - 4件
（累計：11件）

- 8件
（累計：19件）

ホームページアクセス件
数
30万件／年

八王子市民会館に適した特徴の
あるホームページとするととも
に、効果的な運営を行う。

23 - 年度末の数値をもって評
価する。

73,784件 - 73,556件
（累計：147,340件）

- 66,568件
（累計：213,908件）

利用者満足度　90％／年
施設利用者の満足度の向上を図
る。 24 -

年度末の数値をもって評
価する。調査では、退場
時の動線への不満や、抽
選日の利用可能日数を増
やせないかといった意見
が寄せられている。

100.0% - 100.0%
(累計：100.0%)

- 100.0%
（累計：100.0%）

25 - 第一四半期での実施なし - 年度末の数値をもって評
価する。

8/6 SEASON'Sコンサートvol.13：100%
8/6 化石を探そう！？：89.3%
8/27 第12回避難訓練体験コンサート：100%
（累計：99.2%）

-

「響き渡るワタシ」は毎
年行っている事業である
が、引き続き高い満足度
を得た。アンケートでは
実施回数を増やしてほし
いとの意見もあり、今後
の展開に期待したい。

12/22 響き渡るワタシvol.17：100.0%
（累計：99.3%）

26 - 第一四半期での実施なし -

年度末の数値をもって評
価する。昨年度よりも周
知を図ったこと、また人
気の音楽隊を起用したこ
とで、多くの方が来場し
た。

8/6 SEASON'Sコンサートvol.13：98名（化石を
探そう！？：うち54名参加）
8/27 第12回避難訓練体験コンサート：457名
（累計：555名）

-

第四四半期の「吹奏楽の
響演”響き渡る”」で目
標を達成できる見込みで
ある。

12/22 響き渡るワタシvol.17：22名
（累計：577名）

定
性
的

利用者からの苦情処理の
体制がとれていること

利用者等からの相談及び苦情に
適切に対応しているか
【確認資料例：相談、苦情をま
とめた整理帳簿】

27 - 第一四半期では利用者等からの相談、苦情は無かっ
た。

B

多くの出演者が来場する
催しで、とちのきデッキ
に出演者が集まった際に
騒いだため苦情につな
がった。適切に対応し、
混雑の緩和に努めた。

近隣にお住まいの方より、「とちのきデッキで
騒がしく集まり、通路をふさいでいて困る」と
のご意見をいただいた。立ち止まっている方へ
の声掛けなど、主催者へ動線の確保を依頼し
た。また、今後の打ち合わせ時には混雑防止の
徹底をお願いしていく。

- 第三四半期では利用者等からの相談、苦情は無
かった。

施
設
の
効
率
的
な
管
理
・
運

営
が
行
わ
れ
、

経
費
の
節
減

が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

28 - 年度末の数値をもって評
価する。

35,597千円 - 38,833千円
（累計：74,430千円）

- 35,692千円
（累計：110,122千円）

地域連携事業　10件／年
地域活動や地域産業と連動した
イベントなどへの協力 29 - 年度末の数値をもって評

価する。
1件
市内中学校の職場体験の受け入れ

-
4件
市内中学校の職場体験の受け入れ(2件)、町内会
夏祭りへの協賛、市内花火大会への協賛

-

7件
市内中学校の職場体験の受け入れ(2件)、市内小
学校の生活科見学の受け入れ、町内会の清掃活
動(2件)、日本工学院八王子専門学校卒業ライブ
体験授業受入れ、八王子いちょう祭りへの協賛

チケット販売割合
45％／年　（販売枚数を
全体の取り扱い枚数で除
して算出する）

（公財）八王子市学園都市文化
ふれあい財団へのチケット販売
協力

30 - 年度末の数値をもって評
価する。

59.9% - 54.2%
（累計：56.4%）

- 52.1%
（累計：54.8%）

市民優先枠利用団体
60団体／年

八王子の市民団体に優先的に利
用してもらえるよう抽選会に市
民枠を設定

31 - 年度末の数値をもって評
価する。

16団体 - 13団体
（累計：29団体）

- 17団体
（累計：46団体）

市民利用（一般利用）
70％／年

市民利用増加の方策を講じる。 32 - 年度末の数値をもって評
価する。

71.2% - 69.0%
（累計：70.1%）

- 75.3%
（累計：71.9%）

鑑賞事業への来場割合
70％／年
（来場者数を使用座席数
で除して算出する）

鑑賞機会の提供と市民の興味を
喚起する。 33 - 年度末の数値をもって評

価する。
91.0% - 72.5%

（累計：79.3%）
- 79.1%

（累計：79.2%）

施設の日数利用率
90％／年

八王子市民会館利用の誘致・拡
大を図る運営を行う。 34 - 年度末の数値をもって評

価する。
89.5% - 91.8%

（累計：90.6%）
- 95.9%

（累計：92.3%）
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指定管理者が行う自主事業の参加者満足度　80％／年

指定管理者が行う参加型事業への参加者数　1,500名／年

利用料金収入　125,960千円／年
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視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月 ３月（年間）

評価項目

「八王子市文化芸術振興条例」
及び「八王子市文化芸術ビジョ
ン」に基づき、本市の文化芸術
振興に向けた管理・運営が行わ
れているか
【ヒアリング等で確認】

35 B

昨年度に引き続き、自主事業である7月の「J:COM
ホール八王子で化石を探そう!?」や8月の「避難訓練
体験コンサート」の開催に向けて準備を進めてい
る。
「J:COMホール八王子で化石を探そう!?」は、
「SEASON'Sコンサート」と同日開催を予定。昨年度
行った子ども向け企画の実施を今年度も検討してい
る。

A

SEASON'Sコンサートで
は、子どもが楽器に触れ
られる貴重な機会を提供
した。財団との連携によ
り、内容の充実を図って
おり、文化芸術ビジョン
の「そだてる」、「とど
ける」につながる取組と
して評価したい。

8/6のSEASON'Sコンサートvol.13の来場者を対象
に、「J:COMホール八王子で化石を探そう!?」を
開催した。昨年度に引き続き、ホワイエの壁や
床に含まれる化石へ興味を促すために、子ども
向けのワークシートを配布。ホワイエで化石を
探しワークシートの問題を解いた回答者には、
ビュッフェのドリンク券をお渡しする企画を
行った。「コニカミノルタサイエンスドーム」
の科学指導員からレクチャーを受けた会館ス
タッフが参加者へ化石の解説を行い好評だっ
た。

A

今回のサイン入りポス
ター展は、アーティスト
の出身地を切り口にポス
ターを選定し、また、観
覧する方にわかりやすい
ようキャプションを加え
た。毎年の事業である
が、様々な切り口で展示
し、好評を得ている。積
極的に評価したい。

10/14～10/27に南口総合事務所でサイン入りポ
スター展を行い、約107名にご来場いただいた。
鑑賞事業への関心を高めるとともに、ホールの
周知を図ることができた。
12/22には学園都市センターと合同で「響き渡る
ワタシvol.17」を開催。学園都市センターと
J:COMホールの2館を巡ってもらい、各館の響き
の特性を体感していただいた。前回に引き続き
持込楽器も演奏可能とし、ハープやヴァイオリ
ン、ギター等様々な楽器をホールで演奏する機
会を提供することができた。

（公財）八王子市学園都市文化
ふれあい財団（以下「財団」と
いう。）と連携し、市民が文化
芸術に触れる機会を創出してい
るか
【ヒアリング等で確認】

36 B

学園都市センターと共同開催で自主事業「響き渡る
ワ・タ・シ」の実施を予定。昨年度に引き続き、ピ
アノ演奏だけでなく手持ち楽器の持ち込みも可能と
し、より幅広い方に演奏の機会を提供できるよう、
内容についても検討している。
また、今年度も「SEASON'Sコンサート（ロビーコン
サート）」は年3回の実施を予定している。

A

財団との連携を通じて、
子どもが文化芸術に触れ
る機会を提供しており、
評価できる。避難訓練体
験コンサートは、毎年
行っているが、少しづつ
改善を図り、質を高めて
いる。アンケートの回収
率を高めるための工夫も
財団との連携によるもの
であり評価したい。

8/6に「SEASON'Sコンサートvol.13（ロビーコン
サート）」を実施した。これまでの8月に開催し
た時と同様に、夏休みワクワクキッズコンサー
トと銘打ち、子供向けの曲目も織り交ぜながら
演奏いただいた。終演後には、出演者の方々の
指導の下、実際に楽器を演奏してみる貴重な体
験の場を提供した。
また、8/27の第12回避難訓練体験コンサートで
は、アンケート回答者の中から抽選で10組20名
様を財団主催事業である11/3「東京交響楽団
第12回八王子定期演奏会」公演へ招待するプレ
ゼント企画を実施し、アンケート回収率アップ
を図った。

A

施設予約システムの変更
は、早めに作業に着手
し、また財団が管理する
各施設と連携すること
で、無事に移行すること
ができた。自主事業だけ
でなく、施設予約システ
ムの運営においても財団
との連携が深まってお
り、今後につながるもの
として評価したい。

2月に開催予定の自主事業「“響き渡る”吹奏楽
の響演」では、昨年に引き続き財団にチケット
販売の協力をいただき、いちょうホール、南大
沢文化会館、学園都市センターの3館でも窓口販
売を実施。チケット窓口の混雑緩和や、購入者
の利便性向上を図った。
また、施設予約システムが変更になるにあた
り、データの移行作業や各項目の設定等、財団
と連携しながら進め、予定通り10/17に問題なく
切り替えることができた。

「環境にやさしい八王子市役所
エコアクションプラン」及び
「八王子市役所環境マネジメン
トシステム」に基づく、環境に
配慮した管理・運営が行われて
いるか
【ヒアリング等で確認】

37 B

環境マネジメントシステムの取組は全職員に浸透し
ており、指定管理事業における環境に配慮した取組
を日常的に当たり前のこととして行っている。
引き続きごみの分別は徹底して行い、利用者が排出
したごみについても分別を依頼して資源化を図って
いる。裏紙として使用可能である紙は専用の棚を設
け再利用。会議で使う資料は必要最低限の部数を用
意し、必要なら回覧している。
環境への配慮として、職員はマイカップ・マイボト
ル等の活用も心掛けている。

B

環境マネジメントシステムの取組は全職員に浸
透しており、指定管理事業における環境に配慮
した取組を日常的に当たり前のこととして行っ
ている。
引き続きごみの分別は徹底して行い、利用者が
排出したごみについても分別を依頼して資源化
を図っている。裏紙として使用可能である紙は
専用の棚を設け再利用。会議で使う資料は必要
最低限の部数を用意し、必要なら回覧してい
る。
環境への配慮として、職員はマイカップ・マイ
ボトル等の活用も心掛けている。

B

環境マネジメントシステムの取組は全職員に浸
透しており、指定管理事業における環境に配慮
した取組を日常的に当たり前のこととして行っ
ている。
引き続きごみの分別は徹底して行い、利用者が
排出したごみについても分別を依頼して資源化
を図っている。裏紙として使用可能である紙は
専用の棚を設け再利用。会議で使う資料は必要
最低限の部数を用意し、必要なら回覧してい
る。
環境への配慮として、職員はマイカップ・マイ
ボトル等の活用も心掛けている。

エネルギーの使用削減施策は実
施しているか
【ヒアリング・資料等で確認】

38 B

空調と照明は貸館の状況に応じて手動で細かく操作
し、不要な箇所は切り、無駄なく稼働させている。
また、5階・7階ホワイエのロールスクリーンは、天
候にあわせて操作し空調の効果を高めている。

B

今夏は非常に暑かったた
め、エネルギー使用量が
増えたが、温度設定やス
イッチの入切等を細かに
調整するなど、エネル
ギー使用量の削減に向け
た対応を行った。
ふとしたきっかけで、清
掃時に大便器の洗浄水が
余分に流れていることを
察知し、改善につなげ
た。

大便器の清掃方法見直しによる中水削減対策を
行った。これまで大便器清掃前に便座を一斉に
上げていたことにより、清掃前にセンサーが反
応し、余計な洗浄水が流れていることを確認。
作業手順の見直しを行った。
また、空調と照明は貸館の状況に応じて手動で
細かく操作し、不要な箇所は切り、無駄なく稼
働させている。利用者退館後には冷房の空調設
定温度を確認し、下げられている場合は25℃に
戻すことを徹底。
5階・7階ホワイエでは、天候にあわせてロール
スクリーンを操作し省エネへ対応している。

B

外気湿度にあわせて、加湿器運転を手動により
台数調整を行うことで電気使用量の削減に努め
た。
また、空調と照明は貸館の状況に応じて手動で
細かく操作し、不要な箇所は切り、無駄なく稼
働させている。
5階・7階ホワイエでは、天候にあわせてロール
スクリーンを操作し省エネへ対応している。

防災訓練　4回／年
（総合訓練1回、部分訓練
2回、緊急連絡網テスト1
回）

ホールを安心してご利用いただ
けるよう、緊急時に備えた訓練
を行う。

39 - 第一四半期での実施なし - 年度末の数値をもって評
価する。

8/22 サザンスカイタワー八王子防災訓練参加
（部分訓練）
8/27 避難訓練体験コンサートの実施（総合訓
練）

- 第四四半期で二回実施予
定。

第三四半期での実施なし

危機管理・安全管理関連
研修　　2回／年

ホールを安心してご利用いただ
けるよう、研修を行い、危機管
理意識を高める。

40 -

年度末の数値をもって評
価する。消火設備の説明
会は、点検に合わせて行
い、設備事業者から詳し
く説明を受けている。点
検時に行うことで費用が
発生せず、良い取組であ
る。

4/22 防災図上研修(17名参加）
4/22 ホール内避難動線等見学ツアー（4名参加）
6/24 ハロゲン消火設備･舞台スプリンクラー設備動
作説明会(6名参加)

-

舞台安全管理研修では、
熱中症対策や熱中症によ
る健康障害発生時の対応
について学んだ。

7/3 公共施設日常点検等研修会（1名参加）
9/3 舞台安全管理研修（10名参加）

- 11/25 エレベータ・エスカレータ（EV･ES）緊急
停止時対応訓練（4名参加）

個人情報の取り扱いが適
切であること

個人情報の適切な管理のため必
要な措置が講じられているか
【確認資料例：マニュアル・事
業計画書（事業計画）・事業報
告書】

41 B

情報の徹底管理を継続して実施した。市や事業体各
社から提供される情報を全職員で共有し、意識の向
上に努めている。また、各パソコンにパスワードを
設定、個人情報が記載された書類は鍵をかけて保管
(鍵は館長が保管）している。さらに、事務所内の関
係者以外の無断入室を禁止している。

B

引き続き、情報の徹底管理を継続して実施し
た。市や事業体各社から提供される情報を全職
員で共有し、意識の向上に努めている。また、
各パソコンにパスワードを設定、個人情報が記
載された書類は鍵をかけて保管(鍵は館長が保
管）している。さらに、事務所内の関係者以外
の無断入室を禁止している。

B

引き続き、情報の徹底管理を継続して実施し
た。市や事業体各社から提供される情報を全職
員で共有し、意識の向上に努めている。また、
各パソコンにパスワードを設定、個人情報が記
載された書類は鍵をかけて保管(鍵は館長が保
管）している。さらに、事務所内の関係者以外
の無断入室を禁止している。

指定管理者が加入しなければな
らない保険に加入しているか
【確認資料例：保険証券】

42 B 現物を確認した。
本年度も各種保険に加入した。
第一四半期での保険適用の案件は発生しなかった。

B 第二四半期での保険適用の案件は発生しなかっ
た。

B 第三四半期での保険適用の案件は発生しなかっ
た。

事故や災害発生時の緊急時の対
応が適正に行われたか。また、
適正に行えるよう体制が整って
いるか
【確認資料例：マニュアル・事
業計画書（事業計画）・事業報
告書】

43 B

　部署間ミーティングは
本年度からの新たな取り
組みである。今後の展開
に期待したい。
　避難訓練体験コンサー
トの実施に向けて、関係
機関と連携して準備を進
めている。

日頃より災害時の誘導・避難がスムーズにできるよ
う、部署間ミーティングを6月に開催し、職員の連携
強化に努めている。
また、8月開催予定の自主事業「避難訓練体験コン
サート」に向けて、今年度も引き続き早稲田大学及
び東北工業大学の各研究室と連携しながら、より実
践的・効果的な誘導員の配置について検討してい
く。八王子防火防災協会にも引き続き協力いただ
き、ホワイエ及び1階広場での展示・体験コーナーも
充実させる予定。

A

避難訓練体験コンサート
の参加者数は、前年の
272人から457人と大幅に
増えた。70、60歳代の参
加が多く、避難に時間を
要したと報告があった。
多くの来場者が実際に避
難することでわかる新た
な課題もあり、今後、報
告会で関係者に共有され
る予定。危機管理に向け
た積極的な姿勢を評価し
たい。

8/22にサザンスカイタワー八王子の防災訓練に参加
し、緊急時の危機管理体制について再確認した。
8/27には第12回避難訓練体験コンサートを開催。これ
までの広報に加えて、新たに大学・会館計60件へポス
ター・チラシを送付し、457名の市民に訓練へ参加し
ていただいた。出演は陸上自衛隊中央音楽隊に協力い
ただき、演奏中と終演時の2回地震が発生したとの想
定で訓練を行った。
また、八王子消防署・八王子防火防災協会による、展
示や初期消火体験、煙体験などの体験コーナーを開場
時間中のホワイエと終演後の公開空地にてそれぞれ展
開。防火・防災について考える機会を提供できた。参
加者からアンケートでいただいたご意見はスタッフ全
員で共有し、今後より一層利用者や来場者が安全で安
心してご利用いただけるホール運営に努める。
なお、7月に出演者、9月に来場者の救急搬送があった
が、適切に対応しその後問題はなかった。

A

エレベータ、エスカレー
タの緊急停止時対応訓練
は、スタッフが誰でも対
応できるように毎年行っ
ている。設備メーカーの
保守点検の際に併せて実
施し、専門家への謝金が
発生しないよう工夫して
いる。緊急時に適正に対
応できるよう、積極的に
取り組んでおり、評価し
たい。

昨年度に引き続き、11/25にEV・ES緊急停止時対
応訓練を行った。EVで閉じ込めが発生した場合
の救出方法や、非常時のES緊急停止方法等を再
確認した。
1月には第12回避難訓練体験コンサート報告会の
実施を予定。今後の課題等について意見交換を
行う。

個
人
情
報
保
護
管
理
及
び
危
機
管
理
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
性
的

緊急（防火・防犯等）対
応等危機管理体制が取ら
れていること

事
業
の
達
成
目
標
が
明
確
で
、

具
体
的
な
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か

本市の文化芸術振興に向
けた管理運営がされてい
ること

定
量
的

資源の有効活用など環境
に配慮した管理運営がさ
れていること

定
性
的
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